
 

  

 

 

 

 

 

 

 

〇 諫早の郷土料理【ぬっぺ・鶏めし】を作りました！  

１５日（月）に、２年１組の家庭科

の授業で、郷土料理の実習を行いまし

た。メニューは、「ぬっぺ」と「鶏め

し」でした。 

今回の実習では、１学期にご紹介し

た、「諫早市食生活改善推進協議会」

（食改）の皆さんが、サポートに来て

いただきました。約１時間前から調理室に

入り、食材等の準備をされていました。 

食改のみなさんのサポートのもとで、少しだけ、刃物の使

い方で心配になることはありましたが、各班、スムーズに調

理を進めることができました。昆布と削り節で出汁をとるな

ど、本格的な調理でした。 

←完成した、ぬっぺと鶏

めしです。給食前の時間

だったので、量は控えめ

ですが、見た目はかなり

本格的です。生徒たちが

無心に、そして美味しそ

うに食べている姿が印象的でした。ぜひ、冬休みなどに、自

宅でも挑戦してほしいと思います。私も、鶏めしのおすそ分

けをいただきましたが、とてもおいしかったです！！ 

 野菜についての説明を食改の方にしていただいた後、お礼

のことばを、代表の生徒がしっかりと伝えていました。 

一生懸命に活動し、話をよく聞いてくれた生徒たちの姿

に、感激しながら笑顔で真城中を後にされました。来週は、

2年2組でも郷土料理の実習を行います。美味しくできる

ことを願っています。 

食改の方とお話していると、時間があれば「びょうたれ」

にも挑戦したかったとのことでした。職員室で何人かの先生

にたずねると、「？」が返ってきました。こちらは来年の郷

土料理の時間で取り組んでみては？と、家庭科の先生に投げ

かけてみたいと思います。 

このような取り組みを通して、ふるさと諫早のさまざまな

「よさ」を知って、郷土愛を深めてほしいと思います。

学校教育目標 
〇 広い心と公正な判断力のある、情操豊かな生徒を育成する。（徳育） 
〇 自ら求めて学び、豊かな知性を備え、創造力に富む生徒を育成する。（知育） 

〇 健康でたくましく、忍耐力に富む生徒を育成する。（体育） 
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〇 生徒たちが選書した、新しい本が入りました！  

 今、図書室には、11月に生徒たちが中心となって選書

（本を選ぶ）した本が並んでいます。 

毎年、たくさんの新しい本が図書室に入りますが、本を選

ぶ作業は予想以上に大変です。また、図書室を訪れた生徒か

ら、「〇〇〇の続きはありますか？」という声もよく聞かれ

ます。そこで、今回は生徒の力を借りて、選書（本を選ぶ）

を行うことにしました。冬休みを近いので、ぜひ多くの生徒

に読んでほしいと思います。この取組がうまくいけば、毎年

の図書の予算の中から、「生徒が選ぶ枠」を作りたいと考え

ています。学校の様々な取組に、生徒の意見や考えを取り入

れていきたいと思います。 

また、図書室の入れ口には、真城中図書ボランティア「真

泉組（しんせんぐみ）」から受験生（3年生）への素敵な

プレゼントも準備されてました。きっとご利益があると思い

ますので、3年生は遠慮なく手に取ってほしいと思います。

真泉組、ネーミングのセンスが抜群です！！ 

〇 今日の給食（16日）  

1６日の給食は、はちみつパン、ハンバーグのキノコソー

ス、ミネストローネ、ゆでプロッコリー、でした。ミネス

トローネには、アルファベット型のマカロニが入っており、

これを食べると学力がつくような気がします。ハンバーグは

キノコソースが絶品で、あっという間に食べてしまいまし

た。今日は、いつもセットに入っている、ソース用の大きな

スプーンがなかったのが残念でした。配膳のときに、「ソー

スをもっとかけて！」という声が聞こえてきました。余らせ

るのがもったいないくらい美味しかったです！洋風の定番メ

ニューを堪能することができました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諫早の郷土料理 びょうたれ きな粉が美味しそうです 


